
 

 

［成果情報名］キウイ幼果抽出物は脂肪細胞分化と脂肪細胞へのグルコース取り込みを促進する 

［要約］摘果したキウイ幼果メタノール抽出物の合成吸着剤 Diaion HP20 カラムクロマトグ

ラフィー100％メタノール画分は脂肪細胞分化を促進するとともに、アディポネクチンおよ

び MCP-1 分泌量を改善し、脂肪細胞へのグルコースの取り込みも促進する。  
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［背景・ねらい］ 

Ⅱ型糖尿病は血中の糖（グルコース）の値が高く、インスリンの効きが悪くなった状態

（インスリン抵抗性）であり、メタボリックシンドロームの進行と密接に関わっているこ

とが知られている。脂肪組織には大小様々なサイズの脂肪細胞が存在し、大型脂肪細胞は

インスリン抵抗性である上に、インスリンの効きを悪くする物質を分泌する。反対に、小

型脂肪細胞はインスリンの効きが良く、インスリン抵抗性を改善する物質を多く分泌する。

つまり、糖尿病を予防・改善するには小型脂肪細胞への分化を促進することが重要である

と考えられる。キウイ果実は摘果することで品質を良くする必要があり、摘果されたキウ

イ幼果は廃棄されている。キウイ幼果に機能性を見い出すことができれば廃棄物の利用拡

大につながることから、脂肪細胞分化を指標としてキウイ幼果抽出物の抗糖尿病作用につ

いて検討する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．摘果したキウイ‘香緑’幼果の 100％メタノール画分（Kiwifruit methanol fraction: 以

下「KMF」）は、幼果を凍結乾燥後メタノールで抽出し、ヘキサンと 75％メタノール

の分配により油分を除去後、合成吸着剤を用いたカラムクロマトグラフィーにおいて各

種溶媒で溶出することで得られる（図１）。  

２．KMF を前駆脂肪細胞 3T3-L1 に対して常法で用いられる分化誘導剤とともに添加する

と、脂肪細胞分化の指標となる細胞内トリグリセライドの蓄積が促進される（図２）。

他の画分では同様の強い活性は認められない。 

３．KMF 処理細胞ではインスリン抵抗性改善作用を有するアディポネクチンの遺伝子発現

が増加し、インスリン抵抗性進行作用を有する MCP-1 の遺伝子発現が減少する（図３

A）。両遺伝子の発現変動は培地中に放出されるタンパク量にも反映される（図３B）。 

４．KMF は分化した脂肪細胞のグルコース取り込みを促進する（図４）。この効果はイン

スリンの存在下、あるいは非存在下でも観察される。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本結果は培養細胞での結果であり、実際に動物に対しても効果があるかどうかはさら

に詳しく調べなければならない。 



 

 

［具体的データ］ 
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図１．KMF 調製手順  

図２．KMF による脂肪細胞分化促進効果 

Oil Red O により細胞内トリグリセライド

は赤く染色される。 

図３．KMF がアディポネクチン・MCP-1 遺伝

子発現および培地への分泌に及ぼす影響 

**P<0.01 

図４．KMF がグルコース取り込

みに及ぼす影響 *P<0.05 


